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【解説】歴史資料編の補遺について

て
、
書
庫
内
の
書
籍
を
【
表
１
】
に
示
す
基
準
で
分
類
し
た
（
こ
の
基
準
を
書

籍
調
査
全
体
の
基
本
方
針
と
し
た
）。
A
分
類
に
つ
い
て
は
、
書
目
ご
と
調
書

を
表
計
算
ソ
フ
ト
で
電
子
的
に
作
成
し
、
書
籍
目
録
を
作
成
し
た
。
B
分
類
に

つ
い
て
は
一
冊
ず
つ
状
態
を
確
認
し
、
特
に
注
記
す
べ
き
も
の
に
つ
い
て
は
記

録
を
作
成
し
た
。
慳
貪
箱
に
収
納
さ
れ
た
書
籍
に
つ
い
て
は
、
箱
全
体
を
A
分

類
と
し
て
扱
い
、
混
在
す
る
B
分
類
・
C
分
類
の
書
籍
も
、
現
状
記
録
と
し
て

調
書
を
作
成
し
目
録
に
掲
載
し
た
。

【
表
１
】
書
籍
調
査
の
分
類
基
準

分　

類

基　
　
　
　
　
　
　
　

準

A
分
類

①
大
雲
院
の
所
蔵
本
で
あ
る
こ
と
が
確
実
な
書
籍
（
刊
本
・

写
本
・
草
稿
と
も
）

②
江
戸
時
代
の
書
籍
目
録
に
掲
載
さ
れ
た
、
千
字
文
を
符
号

と
す
る
慳
貪
箱
に
収
納
さ
れ
た
書
籍

B
分
類

①
情
報
の
な
い
、
あ
る
い
は
判
定
の
で
き
な
い
近
世
の
書
籍

③
印
記
や
奥
書
は
あ
る
が
大
雲
院
の
蔵
書
で
は
な
い
書
籍

④
不
二
門
印
と
他
者
の
印
の
あ
る
も
の

C
分
類

近
代
の
刊
本
・
写
本
、
不
二
門
印
の
み
の
近
世
本
（
明
治
以

降
に
入
手
し
た
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
）

２
．
伝
存
の
状
況

　

平
成
二
九
年
度
か
ら
令
和
六
年
度
の
調
査
で
対
象
と
し
た
書
籍
数
は
下
記
の

通
り
で
あ
る
。C
分
類
を
除
け
ば
七
割
強
が
大
雲
院
に
付
属
す
る
書
籍
で
あ
り
、

三
割
弱
が
僧
侶
の
私
有
な
ど
の
書
籍
で
あ
っ
た
。
全
体
で
見
れ
ば
近
代
以
前
の

書
籍
が
半
数
を
占
め
て
い
る
【
表
２
】。
Ａ
分
類
、
Ｂ
分
類
、
Ｃ
分
類
の
伝
存

状
況
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

A
分
類　

書
目
と
し
て
把
握
で
き
る
も
の
は
八
九
四
書
で
あ
っ
た
。
慳
貪
箱
か

ら
書
庫
へ
の
混
入
は
確
認
で
き
ず
、
多
く
は
光
譲
住
職
の
代
に
収
集
さ
れ
た
も

の
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
慳
貪
箱
に
つ
い
て
は
、
一
部
を
除
い
て
お
お
む
ね
「
台

帳
」
の
内
容
を
維
持
し
て
い
た
が
、
欠
本
・
欠
冊
が
散
見
し
た
。
ま
た
、「
霜
」

と
「
金
」
に
つ
い
て
は
、
箱
の
中
身
そ
の
も
の
を
入
れ
替
え
た
形
跡
が
見
ら
れ
、

「
台
帳
」
成
立
以
前
に
も
整
理
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

今
回
調
査
対
象
外
と
し
た
が
、
不

二
門
智
光
に
よ
っ
て
新
調
さ
れ
、

番
号
の
振
ら
れ
た
箱
も
一
部
伝
存

し
て
い
る
。
大
半
は
、
淳
光
院
時

代
の
蔵
書
印
の
み
の
も
の
、
淳
光

院
と
大
雲
院
の
蔵
書
印
双
方
が
押

さ
れ
て
い
る
も
の
（
図
版
３
）、

大
雲
院
の
蔵
書
印
が
押
さ
れ
て
い

る
も
の
の
い
ず
れ
か
が
占
め
る
。

B
分
類　

本
堂
書
庫
内
の
棚
に
置
か
れ
て
い
る
。
一
部
表
紙
に
千
字
文
の
墨
書

を
も
つ
書
籍
も
あ
る
が
、「
台
帳
」
と
一
致
せ
ず
、
現
存
す
る
箱
に
な
い
文
字

の
も
の
も
あ
っ
て
、
そ
の
性
格
は
不
明
で
あ
る
。
塔
頭
の
僧
侶
や
大
雲
院
の
住

僧
・
学
僧
の
私
的
蔵
書
が
大
部
分
を
占
め
る
。
書
目
ご
と
の
ま
と
ま
り
も
崩
れ

て
お
り
、
個
別
の
冊
数
を
数
え
る
に
と
ど
め
た
。
概
要
、
特
記
事
項
は
【
表
３
】

を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

Ｃ
分
類　

書
庫
内
で
Ａ
・
Ｂ
分
類
と
混
在
し
た
状
態
で
あ
っ
た
。
今
回
は
調
査

対
象
外
と
し
た
。

１
．
資
料
の
現
状
と
調
査
の
方
法

　

大
雲
院
の
書
籍
資
料
は
、
本
堂
裏
の
書
庫
、
土
蔵
、
庫
裏
な
ど
に
点
在
す
る

形
で
膨
大
な
量
が
残
さ
れ
て
お
り
、
調
査
当
初
は
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
す

ら
困
難
な
状
況
に
あ
っ
た
【
図
版
１
・
２
】。
本
調
査
の
数
年
前
ま
で
前
住
職
で

あ
る
田
尻
光
照
師
（
故
人
）
が
虫
干
し
を
行
っ
て
お
り
、
江
戸
時
代
に
作
成
さ

れ
た
書
籍
台
帳
（
以
下
「
台
帳
」）
を
も
と
に
管
理
さ
れ
て
い
た
。
当
該
「
台
帳
」

は
現
在
所
在
不
明
と
な
っ
て
い
る
が
、
た
ま
た
ま
調
査
着
手
前
に
メ
モ
図
版
を

事
務
局
が
撮
影
し
て
お
り
、
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。「
台
帳
」
は
千
字

文
の
文
字
ご
と
に
、
土
蔵
や
庫
裏
に
置
か
れ
て
い
た
慳
貪
箱
と
対
応
す
る
も
の

で
、
元
文
元
年
十
二
月
に
作
成
さ
れ
、
天
保
十
二
年
に
確
認
・
加
筆
訂
正
さ
れ

た
も
の
で
、「
乾
向
山
蔵
本
記
」
の
内
題
を
持
つ
が
、
残
念
な
が
ら
今
回
の
調

査
で
は
再
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

平
成
二
九
年
度
に
実
施
し
た
着
手
前
の
概
要
確
認
に
お
い
て
、
大
雲
院
の
書

籍
資
料
は
下
記
の
よ
う
な
蔵
書
群
が
混
在
す
る
形
で
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

推
察
さ
れ
た
（
こ
の
作
業
に
あ
た
っ
て
は
県
の
玉
木
秀
幸
文
化
財
主
事
〔
当
時
〕

に
多
大
な
協
力
を
い
た
だ
い
た
）。

①
江
戸
時
代
以
来
の
東
照
宮
別
当
寺
院
と
し
て
の
蔵
書

②
江
戸
時
代
に
大
雲
院
と
か
か
わ
り
を
も
っ
た
僧
侶
の
蔵
書

③
明
治
四
年
の
大
雲
院
の
現
在
地
移
転
に
よ
り
吸
収
さ
れ
た
末
寺
・
霊
光
院

の
蔵
書

④
大
雲
院
と
霊
光
院
の
合
併
後
に
不
二
門
智
光
に
よ
り
収
集
さ
れ
た
蔵
書

⑤
明
治
以
降
歴
代
住
職
等
に
よ
り
収
集
さ
れ
た
蔵
書

　

特
に
本
堂
裏
書
庫
に
つ
い
て
は
、
①
～
⑤
の
蔵
書
が
混
在
し
て
い
る
状
態
で

あ
り
、
ま
ず
こ
れ
ら
の
仕
分
け
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
書
籍
台
帳
に

掲
載
さ
れ
た
書
籍
は
土
蔵
に
大
部
分
が
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
取
り
出
し
が
困
難

な
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
分
類
作
業
を
行
っ
た
う
え
で
、
所
蔵
者
に
お

い
て
新
築
さ
れ
た
収
蔵
庫
に
一
旦
全
書
籍
を
移
動
さ
せ
て
調
査
を
実
施
し
た
。

分
類
作
業
は
歴
史
資
料
部
会
で
行
い
、
仏
教
典
籍
に
つ
い
て
中
川
仁
喜
委
員
の

指
示
を
基
本
と
し
、
文
化
庁
文
化
財
第
一
課
の
吉
岡
調
査
官
の
指
導
を
受
け

大
雲
院
の
書
籍
に
つ
い
て

事
務
局（
佐
々
木
）

解
説

図版３　蔵書印 図版２　慳貪箱（土蔵よりの搬出作業中）

図版１　書庫内 調査着手前の状況
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も
の
で
、
詳
細
な
図
解
が
付
さ
れ
て
い
る
。
肉
筆
本
は
、
稿
本
と
い
い
な
が
ら
、

浄
書
に
近
い
丁
寧
な
も
の
で
、
訂
正
・
修
正
は
皆
無
で
あ
る
。
序
文
や
本
文
の

推
敲
の
状
況
や
木
版
多
色
印
刷
の
原
画
の
再
現
性
を
直
接
比
較
で
き
る
点
で
も

貴
重
な
資
料
で
あ
り
、
大
阪
の
版
元
か
ら
の
出
版
で
あ
る
こ
と
も
含
め
興
味
深

い
資
料
で
あ
る
。
大
雲
院
が
こ
の
よ
う
な
書
籍
を
収
集
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

地
域
に
お
け
る
知
的
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。

　

全
体
と
し
て
は
、
東
照
宮
創
設
時
か
ら
保
持
さ
れ
て
き
た
書
籍
と
、
そ
れ
ら

が
火
災
な
ど
に
よ
り
消
耗
し
た
の
ち
、
近
世
後
期
に
補
充
・
増
補
さ
れ
た
書
籍

で
構
成
さ
れ
た
資
料
群
で
あ
り
、
鳥
取
藩
に
お
け
る
東
照
宮
別
当
寺
院
の
宗
教

的
・
学
芸
的
な
立
ち
位
置
を
示
す
も
の
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
表
２
】
伝
存
状
況
の
概
要

分　
類

冊　
　
　
数

備　
　
　
考

A
分
類

慳
貪
箱　

二
、三
三
四

書　

庫　

三
一
七

二
、六
五
一

書
目
八
九
四
種
・
目
録
掲

載

B
分
類

九
五
八

本
稿
【
表
三
】
参
照

C
分
類

三
、六
九
〇

平
成
二
九
年
度
の
慳
貪
箱
分
を

除
く
A
・
B
・
C
の
書
籍
の
総

数
六
、四
五
八
冊
か
ら
算
出

合　

計

七
、二
九
九

３
．
大
雲
院
の
蔵
書
の
特
徴

　

当
院
の
書
籍
資
料
は
、
当
然
な
が
ら
そ
の
大
部
分
が
仏
書
・
経
典
の
類
で
あ

る
。

　

特
に
天
台
教
学
の
書
籍
が
多
い
の
は
当
然
だ
が
、
禅
宗
・
黄
檗
宗
・
浄
土
宗

に
係
る
書
籍
や
沙
石
集
の
よ
う
な
通
俗
仏
書
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
し

か
し
、
当
時
の
鳥
取
藩
の
筆
頭
寺
院
と
し
て
は
む
し
ろ
当
然
と
い
え
る
蔵
書
で

あ
ろ
う
。

　

す
で
に
群
と
し
て
の
体
を
な
し
て
い
な
い
A
群
や
雑
多
な
書
籍
の
集
積
で
あ

る
B
群
か
ら
そ
れ
以
上
の
特
徴
を
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
比
較
的
攪
乱

の
少
な
い
慳
貪
箱
収
納
分
に
つ
い
て
は
、
蔵
書
の
特
徴
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

慳
貪
箱
に
は
、
箱
ご
と
に
千
字
文
の
一
文
字
が
符
号
と
し
て
割
り
振
ら
れ
て

い
る
。「
台
帳
」
の
図
版
に
よ
る
と
、「
玉
」（
45
）
ま
で
の
符
号
が
使
用
さ
れ
、

こ
の
段
階
で
は
四
十
五
箱
の
蔵
書
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
は
「
暑

（
19
）」「
秋
（
21
）」
の
二
箱
は
失
わ
れ
て
お
り
、
四
十
三
箱
が
現
存
し
て
い
る
。

台
帳
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
箱
と
し
て
は
「
岡
」（
48
）
ま
で
が
現
存
し

て
お
り
、
蔵
書
印
等
か
ら
こ
れ
ら
も
大
雲
院
の
蔵
本
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
計

四
十
五
箱
の
慳
貪
箱
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
う
ち
、
致
（
35
）

以
降
岡
（
48
）
ま
で
の
十
三
箱
が
「
外
典
」
で
あ
り
、
蔵
書
の
か
な
り
の
部
分

を
占
め
て
い
る
。
外
典
の
内
容
は
、
致
～
為
（
39
）
ま
で
五
箱
は
儒
教
書
・
漢

詩
文
、
霜
（
40
）〜
岡
（
48
）
ま
で
の
九
箱
は
史
書
・
節
用
集
・
武
鑑
・
地
誌

な
ど
の
和
書
を
主
と
し
て
い
る
（
蔵
書
印
及
び
「
台
帳
」
と
の
突
合
に
よ
り
、

後
者
に
は
表
白
な
ど
仏
典
・
仏
教
関
係
書
が
近
代
以
降
に
混
入
し
て
い
る
こ
と

が
判
明
す
る
）。

　

一
〇
代
韶
鎮
、
十
一
代
観
譲
の
名
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
書
籍
が
比
較
的
目
立

ち
、
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
の
「
大
雲
院
」
へ
の
常
院
室
号
固
定
の
後
、
書

籍
の
再
整
理
や
欠
本
の
補
充
等
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

　

因
幡
東
照
宮
の
別
当
寺
院
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
鳥
取
藩
領
の
寺
社
の
取
り

ま
と
め
役
と
し
て
鳥
取
藩
の
宗
教
行
政
の
基
幹
で
も
あ
っ
た
大
雲
院
に
お
い
て

は
、
徳
川
家
や
池
田
家
、
藩
領
な
ど
地
域
に
関
す
る
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
も

重
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
『
因
幡
民
談
』（
図
版
４
）
や
『
庫
中

隠
見
録
』（
図
版
５
）
と
い
っ
た
、
鳥
取
藩
領
の
地
誌
・
史
書
の
類
は
良
質
な

写
本
で
あ
り
、
特
に
後
者
は
写
本
が
他
に
三
種
し
か
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の

中
で
も
最
古
級
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
安
藤
箕
山
や
河
田
孝
成
、
中
島
宜
門

と
い
っ
た
藩
の
学
者
の
著
作
も
含
ま
れ
て
お
り
（
図
版
６
）、
鳥
取
藩
に
お
け

る
学
知
を
集
積
す
る
場
所
と
し
て
の
性
格
も
垣
間
見
え
る
。
鳥
取
藩
の
儒
医
難

波
義
材
の
著
し
た
『
熊
志
』・『
獲
熊
志
』（
図
版
7
、
図
版
8
）
に
つ
い
て
は
、

稿
本
と
刊
本
が
揃
っ
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
同
書
は
主
に
熊
の
捕
獲
か
ら
熊
の

胆
の
製
造
方
法
、
偽
造
品
（
猪
や
猿
の
胆
の
見
分
け
方
・
効
能
な
ど
を
書
い
た

図版４　霜22　小泉友賢『因幡民談』

図版６　霜18　安藤箕山『箕山先生仁説』

図版７　生14　難波義材『熊志』（稿）

図版８　生15　難波義材『獲熊志』（刊）

図版５　霜43『庫中隠見録』



29 28

【解説】歴史資料編の補遺について

【
経　

緯
】

　
「
因
幡
東
照
宮
別
当
寺
院　

大
雲
院
資
料
調
査
」
の
う
ち
、
歴
史
資
料
に
つ

い
て
は
、
平
成
二
十
九
年
度
よ
り
準
備
を
開
始
、
同
三
十
年
度
よ
り
本
格
的
な

調
査
に
取
り
か
か
っ
た
。

　

当
初
把
握
し
て
い
た
歴
史
資
料
の
大
多
数
は
、
文
書
箪
笥
四
棹
に
収
納
さ
れ

て
い
た
ほ
か
、
蓋
付
木
箱
・
柳
行
李
な
ど
に
納
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
資

料
群
に
つ
い
て
は
、
令
和
三
年
度
ま
で
に
目
録
作
成
作
業
を
終
え
、
翌
四
年
度

に
そ
の
成
果
を
ま
と
め
た
、『
鳥
取
市
文
化
財
調
査
報
告
書
35　

因
幡
東
照
宮

別
当
寺
院　

大
雲
院
資
料
調
査
報
告
書
【
一
】
歴
史
資
料
編
』
を
刊
行
し
た
。

　

令
和
四
年
度
か
ら
は
典
籍
調
査
を
開
始
し
、
境
内
白
壁
土
蔵
に
納
め
ら
れ
た

慳
貪
箱
入
り
の
典
籍
、
本
堂
横
書
庫
に
納
め
ら
れ
た
仏
典
や
様
々
な
和
漢
籍
の

調
査
に
と
り
か
か
っ
た
が
、
そ
の
作
業
を
進
め
る
な
か
で
、
当
初
把
握
し
て
い

な
か
っ
た
歴
史
資
料
が
新
た
に
多
数
確
認
さ
れ
た
た
め
、
同
五
年
度
に
「
歴
史

資
料
補
遺
」
と
し
て
あ
ら
た
め
て
調
査
・
目
録
作
成
を
行
い
、
同
年
度
内
に
調

査
を
終
了
さ
せ
た
。

　

右
の
補
遺
資
料
は
、
前
住
職
、
故
田
尻
光
照
師
が
寺
務
を
執
り
行
う
に
際
し

て
常
時
手
元
に
お
い
て
利
用
し
て
い
た
も
の
、
本
堂
寺
務
所
や
茶
室
な
ど
に
別

置
さ
れ
て
い
た
も
の
、
典
籍
が
収
め
ら
れ
た
慳
貪
箱
の
中
に
紛
れ
込
ん
で
い
た

も
の
な
ど
、
総
数
三
四
四
点
で
構
成
さ
れ
る
。

　

実
際
の
調
査
・
目
録
作
成
作
業
は
、
発
見
さ
れ
た
場
所
ご
と
に
仮
番
号
を
付

し
て
進
め
て
い
た
が
、
別
置
さ
れ
た
経
緯
が
概
ね
不
明
で
あ
る
た
め
、
目
録
で

は
、
補
1
～
344
の
通
し
番
号
を
付
し
、「（
補
○
）」
と
番
号
を
表
記
、
以
下
の

解
説
で
紹
介
す
る
資
料
も
通
し
番
号
で
明
示
す
る
。
な
お
、
一
群
の
ま
と
ま
り

や
、
一
括
状
況
な
ど
の
情
報
を
示
す
た
め
、
表
の
最
後
尾
に
仮
番
号
も
掲
載
し

た
。

　

右
の
ほ
か
、
仁
風
閣
（
重
要
文
化
財
／
鳥
取
市
東
町
二
丁
目
一
二
一
）
で
発

見
さ
れ
た
四
点
の
重
要
資
料
（
特
1
～
4
）
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
で
発
見
さ
れ

た
経
緯
な
ど
も
含
め
、
別
稿
で
解
説
す
る
（
P
40
〜
）。

　

な
お
、
こ
の
稿
で
は
、『
鳥
取
市
文
化
財
調
査
報
告
書
35　

因
幡
東
照
宮
別

当
寺
院　

大
雲
院
資
料
調
査
報
告
書
（
一
）
歴
史
資
料
編
』
を
「
報
告
書
【
一
】」

と
記
し
、
右
の
報
告
書
に
掲
載
済
み
の
資
料
を
解
説
に
引
用
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、「（
箱
○
－
○
）」
と
、
右
報
告
書
の
目
録
番
号
を
掲
示
し
た
。

　

ま
た
、
大
雲
院
の
院
室
号
変
遷
に
つ
い
て
は
、
報
告
書
【
一
】
を
参
照
さ
れ

た
く
、
こ
こ
で
は
詳
記
し
な
い
。
こ
の
稿
で
は
概
ね
「
大
雲
院
」
の
呼
称
を
用

い
る
が
、
個
別
の
歴
史
事
項
な
ど
を
説
明
す
る
部
分
で
は
、
そ
の
時
代
の
呼
称

を
用
い
る
場
合
も
あ
る
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

【
補
遺
資
料
の
概
要
】

　

補
遺
資
料
に
は
、
年
代
記
・
池
田
家
過
去
帳
な
ど
の
重
要
資
料
を
含
む
ほ

か
、
分
類
と
し
て
は
多
岐
に
渉
っ
て
い
る
が
、
内
容
的
・
数
量
的
に
あ
る
程
度

ま
と
ま
り
が
あ
る
も
の
は
、〔
東
照
権
現
御
神
忌
法
会
〕・〔
東
照
宮
祭
礼
〕・〔
末

歴
史
資
料
編
の
補
遺
に
つ
い
て

原　

島　
　
　

修

【表３】B分類の総量と概要

群番号 冊 数 特　記　事　項

B1
1 77 　

2 51 先代旧事本紀　２冊を含む

B2 43 　

B3 37 『先代旧事本紀』２冊を含む

B4

1 20 渓百年『経典餘師』５冊を含む

2 35 うち１冊『集註匡謬』に貼り紙「大雲院蔵書　茶之間用」とあり・ただし
近代の資料

3 44 　

B5
1 45 　

2 42 表紙墨書「耳」（千字文ではない）とあり・15冊（「法華文句記會本」）

B6
1 40 　

2 31 　

B8 36 比叡山一乗止観院本　１冊（『享保十三年戊申歳五月　立太子節會根本中堂
御修法記』）含む

B11 62 「洪」「呂」と表紙に墨書あるもの２冊・写本「山王権現略縁起」（享和二
年写）あり

B12
1 41 表紙墨書「荒」２冊・「身」１冊・「餘」１冊

2 33 表紙墨書「閨」・「却」・「西」・「雲」・「辰（白で「宙」と上書）」各１冊

B15

1 61 「洪」の表紙朱書３冊・写本12冊（安楽律の因幡関係の写本７冊含む）

2 31
「耳」表紙墨書13冊（すべて「法華文句記會本」）・「餘」１冊・「玄」１冊（「佛
制比丘六物圖依釈」）・「却」１冊（十不二門指要鈔解會本　上本」・「西」２
冊（「新撰沙石集」）

B19

1 25 表紙墨書「餘」１冊（「智者和讃萩原鈔刊謬」）・「陽」２冊（「護法資治論」）

2 25 「古事記伝」13冊・表紙墨書「黄」１冊（「安楽集」上）

3 48 墨書「呂」１冊（「阿弥陀経纂註」）・「蔵」（「三周義」）

4 50 「黄」１冊（「安楽集」）・「耳」１冊（法華文句記會本」・「荒」２冊（「別行
疏記講録」）

B23
1 36 　

2 41 　

B27 2 　

B28 2 　

計 958
　一部千字文の墨書のある表紙の書籍もあるが、江戸時代の目録には不掲
載。群番号は、書庫の棚の位置によって設定したもので、A分類と共有（棚
５番のA分類＝A5,棚５番のB分類＝B５と表記）している。

解
説


